
　　 令和２年度　複数の現地機関に関係する横断的な課題

局名 横断的な課題 施策の柱

１　暮らし・生業の再建

２　インフラの再建

１　さくっと「ずく出す」プロジェクト

２　佐久「地消地産」プロジェクト

３　いいずら佐久カラマツ活用プロジェクト

１　星空・宇宙を学び、楽しむプロジェクト

２　高い晴天率を活かした青空の下で楽しむプロジェクト

１　佐久地域の移住スタイルの探求

２　佐久地域の特色ある教育・子育て環境のＰＲ

１　防災体制の強化

２　固有の資源としての活用

１　生活支援

２　産業への支援

３　インフラの復旧

１　地域資源の磨き上げ・情報発信

２　ヘルスツーリズム等の推進

３　インバウンド誘客対応

４　観光地域のインフラ整備

１　多様な人材の定着・交流促進

２　地消地産の推進

３　ワイン産業の育成・振興

４　林業振興と東信カラマツの販路拡大

１　水環境保全

２　湖辺面活用・まちづくり

３　調査研究・学びの推進

１　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした総合的な振興方策の検討・
展開

２　観光客減少への対応・特色ある観光素材の広域展開

３　八ヶ岳・霧ヶ峰の生態系や森林資源の保全・利活用

諏訪湖を活かしたまちづくり
　（諏訪湖創生ビジョンの推進）
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

上
田

八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした地域づくりの推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

令和元年東日本台風（台風第19号）災害からの復
旧・復興

地域資源の活用・磨き上げによる観光振興
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

交流と地消地産や産業振興による地域の活性化

諏
訪

健康長寿と地消地産の推進を核とした地域づくり

美しい星空と青空をテーマとした観光地域づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

地理的優位性を活かした移住の促進と二地域居
住の探求

浅間山の防災体制強化及び活用

佐
久

令和元年東日本台風（台風第19号）災害からの佐
久地域の再建

　　 令和２年度にそれぞれの地域において、地域振興局長が他の現地機関を統括し、

　　 現地機関が一体となって、本庁部局とも共有、連携しながら、解決に取り組みます。

　リーダーシップを発揮しながら解決に当たる「横断的な課題」は次のとおりです。

令和２年(2020年)３月27日

企画振興部地域振興課

（課長）山田明子

（担当）新津俊二 田川秀和

電話：026-235-7023（直通）

026-232-0111（代表）内線3783

ＦＡＸ：026-232-2557

E-mail：chiiki-support@pref.nagano.lg.jp
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局名 横断的な課題 施策の柱

１　リニア開業を見据えた交流の拡大と広域観光の推進

２　リニア中央新幹線とのアクセスの確保

３　二つのアルプスを活かした観光の推進

４　先端技術等を活用した地域活力の創出

１　地域の産業を担う人材の育成・確保

２　地域に学び地域を支える人材の育成

３　地域らしさを活かしたグローカル人材の育成

１　リニア及び三遠南信自動車道を活かす地域づくりの推進
　 (1) リニアを活かすまちづくり
 　(2) 地域資源を活かした地域振興（市田柿、シードル、民俗芸
能等）

２  リニア及び三遠南信自動車道整備に係る取組
　　（各種許認可事務への的確な対応）

１　ＪＲ飯田線の利用

２　シードルの活用

３　観光素材の効果的な発信

４　圏域を越えた取組

１　地域一体となった地元就職・Ｕターン就職の促進

２　「南信州暮らし」応援隊による移住者増に向けた取組
　 （南信州広域連合及び管内市町村との連携事業）

３　南信州地域における「働き方・暮らし方」の提案

１　「環境先進地　南信州」らしいゼロカーボン等の取組の推進

２　地域防災力の向上に向けた取組の推進

１  御嶽山噴火災害からの観光復興

２  木曽らしさを活かした観光地域づくり
  （１）戦略的な木曽観光地域づくり
  （２）星空を活かした観光振興
  （３）眺望景観の整備
  （４）「歩ける中山道」のPR
  （５）新たな観光資源の造成
  （６）御岳県立公園の利活用
　（７）リニア中央新幹線開業に向けた取組

１  御嶽山安全対策
  （１）御嶽山安全対策全体のマネジメント
  （２）ソフト・ハード対策の推進
  （３）地域独自の取組

２  地域全体の防災・減災対策

１ 木曽広域自立圏連携ビジョンに基づく取組

２　地域協働による取組

１  木曽の林産業振興
  （１）高付加価値化の推進
  （２）流通対策・販路開拓・ＰＲ活動
  （３）木曽地域木材産業振興対策協議会

２　人材育成、地産地消

１　空港で来県する者の周遊観光対策

２　空港利用の促進

３　空港の魅力向上

南
信
州

リニア新時代に向けた南信州広域観光の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

リニア新時代に向けた南信州への移住・定住の促
進

上
伊
那

リニア新時代に向けた地域の持続可能性の向上

リニア及び三遠南信自動車道の開通を見据えた
取組の推進

リニア中央新幹線の開業を見据えた地域づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

上伊那地域の将来を担うひとづくり

森林・林業の振興
（木材産業の強化、人材育成）

信州まつもと空港の利用促進と空港を活用した観
光地域づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

木
曽

広域連携
（木曽地域に適した広域連携の推進）

観光復興
（御嶽山噴火災害からの観光振興と観光地域づく
り）                                【観光地域づくり】

地域防災力・減災力の強化
（地域住民と観光・登山客の安全性向上）

松
本



局名 横断的な課題 施策の柱

１　災害対応能力の向上

２　防災意識の向上と耐震化の推進

１　交通軸の整備

２　地域の特色を活かした観光振興

３　中山間地域の魅力向上

１　持続可能な観光地域づくりの推進

２　サイクルツーリズムの推進

３　地域資源を活かした多彩なツーリズムの推進

４　インバウンド対応の促進

１　若者の定住・定着支援、地域を支える人材の確保

２　地域おこし協力隊員の定着支援

３　ライフスタイルの発信、つながり人口の創出・拡大による移
住・定住の推進

４　外国籍住民の増加に対応できる環境整備

５　高齢者の社会参加の推進

１　住民ひとりひとりの防災意識の向上

２　住民の力を活かした防災力の向上

３　観光地の災害対策の推進

４　防災関係機関の連携による体制強化

１　被災した農商工業の再生

２　コミュニティの維持、災害に強いまち・ひと

３　農商工観連携した果物を軸とする地域活性化「ながの果物
語り」の推進

４　「体験」と「交流」を軸とした「地域の特長を生かした広域観
光」の推進                                       　【観光地域づくり】

令和元年東日本台風（台風第19号）災害からの復
旧・復興

１　暮らし・生業の再建

１　子育ての支援と子ども・若者の郷土愛の醸成

２　若者定着のための就労の場の拡大や移住・交流等の推進

３　雪に負けない、雪を楽しむ暮らしづくり

４　雪国の生活を支える公共交通・医療等の生活基盤の整備

１　圏域・県域を越えた稼げる通年型の観光地域づくり

２　観光振興のための必要な人材の確保と環境整備

北
ア
ル
プ
ス

若者定着のための雪に強い故郷(ふるさと)暮らし
の推進

「信越自然郷」等通年型の広域観光の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

北
信

北アルプス山麓地域の防災力の向上

～県・市町村・地域住民が力を合わせて取り組む大規模災害
対策の推進～

⻑
野

令和元年東日本台風（台風第19号）災害からの復
旧・復興

北アルプスの雄大な自然と安曇野の田園風景を
活かした観光振興

～山が生み出す清冽な水と空気によって育まれた北アルプス

山麓地域の魅力を世界に発信～【観光地域づくり】

北アルプス山麓地域ならではの生き生きとした暮
らし方・働き方の提案や仕組みづくりによる人口定
着・人材確保への挑戦

～広域的な移住・定住促進と地域人材確保による地域力の維
持・向上～

交通軸の整備による人と物の移動を活かした郷
土づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

大規模地震・噴火・水害等の発生時における対策
の充実・強化

松
本



複数の現地機関に関係する横断的な課題について 

令和２年３月 27 日 

地域振興課 

 

 

 

複数の現地機関に関係する横断的な課題 ＝「横断的な課題」 

このうち、次に掲げるもので、知事が定めるもの 

〇 現地機関の長で構成する「地域振興会議」において設定された 

特に重要な「横断的な課題」 

〇 知事が指示した「横断的な課題」（観光地域づくり） 

地域振興局長が他の現地機関を統括し、解決に向けてリーダーシップを発揮 

 

 

〔地域課題への対応イメージ〕 

※「平成 29 年４月 現地機関の見直しに係る県実施案」を一部修正 

 

 

資料 4－参考 

位置付け 

Ａ

Ｂ

Ｃ

複数の現地機関に関係する

「横断的な課題」

地域課題

Ａ

Ｂ

Ｃ

２複数の現地機関に関係する横断的な課題のうち、各現地機関が主
体となり、他の現地機関と連携・協⼒しながら課題解決に当たる
もの
⇒ 広義の「横断的な課題」

３複数の現地機関に関係する横断的な課題のうち、地域振興局⻑の
統括の下に課題解決に当たるもの
⇒ 狭義の「横断的な課題」
定義

・現地機関の長で構成する「地域振興会議」において設定された

特に重要な「横断的な課題」

・知事が指示した「横断的な課題」

上記の「横断的な課題」で、知事が決定したもの。

（※本庁部局においても部局長会議で共有）

１複数の現地機関に関係せず、個別の現地機関で処理する課題 Ａ

Ｂ

Ｃ

複数の現地機関に関係する

「横断的な課題」

地域課題



〔参考〕 

地域振興局の設置に関する条例（抜粋） 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 155 条第１項の規定により、知事の権限に

属する事務を分掌させるとともに、地域における県行政を総合的に推進し、地域の振興を

図るため、地域振興局を設置する。 

 

長野県組織規則（抜粋） 

（業務） 

第 56 条の２ 地域振興局は、地域振興局の設置に関する条例に規定するところにより、知事

の権限に属する事務を分掌するとともに、地域における県行政を総合的に推進し、地域の

振興を図るところである。 

 

（部長等） 

第 239 条 

４ 別表第 36 の左欄に掲げる現地機関に、同表の中欄に掲げる職を置き、上司の命を受け

て同表の右欄に掲げる職務を行う。 

 

（別表第 36）（第 239 条関係） 

現地機関に置く職及び職務（抜粋） 

左欄 中欄 右欄 

地域振興局 局長 局務の掌理及び所属職員の指揮監督、複数の現地機関（当該

局長が所属する地域振興局の管轄区域の全部又は一部を管

轄する現地機関に限る。以下同じ。）に関係する横断的な課題

（以下「横断的な課題」という。）で知事が別に定めるものに関す

る事務の統括掌理、横断的な課題で知事が別に定めるものを

解決するための他の現地機関の長に対する必要に応じた指示

並びに横断的な課題を解決するための他の現地機関の長の

相互の調整及び当該現地機関の長に対する支援 

 



・復旧状況に応じた農家支援及び商工業者への支援
・暮らしの相談支援

・農地、農業用施設、林道施設、道路、河川等の復旧
・土砂災害・治山対策の推進

・地域で高齢者の身体活動向上を支援する「ずく出すサポーター」を
対象としたフォローアップ講座等を開催
・ウォーキングコースの環境整備及び「花緑ボランティアリーダー」の
養成

・宿泊施設関係者等を対象とした野菜等栽培農家巡りツアーの開催
・佐久地域で盛んな日本酒造りの更なるブランド化に向けた情報発信

・建築士等を対象としたカラマツのＰＲの実施
・担い手確保のための体験学習の実施

・星空・宇宙をコンテンツとする施設・イベント等に係るパンフレットの
作成及び情報発信

・観光関係者を対象に中山道を活用したポールウォーキング体験会
を開催
・景観を楽しめるビューポイントの環境整備

・持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けた調査・検討
・空き家利活用勉強会の開催及び移住者への支援策の検討

・佐久地域魅力発信動画の制作
・首都圏の移住希望者等を対象とした移住・教育セミナーの開催

・群馬県等と連携した防災講演会の開催及び防災訓練の実施並びに
広域避難計画の検討

・山岳専門メディアのWebサイトを活用した情報発信

佐　久　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】

令和元年東日本台風（台風第19号）災害か
らの佐久地域の再建

１　暮らし・生業の再建

２　インフラの再建

施策の柱横断的な課題 横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

健康長寿と地消地産の推進を核とした地域
づくり

３　いいずら佐久カラマツ活用プロジェクト

１　さくっと「ずく出す」プロジェクト

２　佐久「地消地産」プロジェクト

いいずら佐久カラマツ活用プロジェクト

健康長寿と地消地産の推進を核
とした地域づくり

さくっと「ずく出す」プロジェクト

佐久「地消地産」プロジェクト

高い晴天率を活かした青空の下で楽しむプロジェク
ト

佐久地域の移住スタイルの探求

佐久地域の特色ある教育・子育て環境のＰＲ

地理的優位性を活かした移住の
促進と二地域居住の探求

美しい星空と青空をテーマとした
観光地域づくり

　　　　　　　　【観光地域づくり】

浅間山の防災体制強化及び活用

浅間山の防災体制強化及び活用

防災体制の強化

固有の資源としての活用

星空・宇宙を学び、楽しむプロジェクト

２　高い晴天率を活かした青空の下で楽しむプロジェクト

地理的優位性を活かした移住の促進と二地
域居住の探求

１　佐久地域の移住スタイルの探求

２　佐久地域の特色ある教育・子育て環境のＰＲ

１　防災体制の強化

２　固有の資源としての活用

美しい星空と青空をテーマとした観光地域づ
くり

　　　　　　　　　　　       　　【観光地域づくり】

１　星空・宇宙を学び、楽しむプロジェクト
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１　生活支援

・被災者への身体と心のケアの支援

２　産業への支援

・観光復興に向けた各種キャンペーン、情報発信等
・補助金、制度融資等の活用促進、経営相談等
・農地・農業用施設の早期復旧と営農相談・技術指導
・林道の早期復旧

３　インフラの復旧

・公共土木施設災害の早期復旧、土砂災害箇所の再度災害の防止
・治山対策の早期実施

・千曲川ワインバレー特区連絡協議会等との連携による千曲川ワイン
バレーのブランド化の推進（ワイナリー・交通事業者等によるＰＲイベン
トの開催支援、パンフレットの更新等）
・「ため池フォーラム信州in上田」の開催に合わせた地域の魅力発信

・「信州上田地域　健康パーク推進協議会」を通じた地域間連携による
体験型・滞在型ツーリズムの推進
・働き盛り世代のための運動セミナーの開催

・管内留学生による地域の魅力発見ツアーの実施
・元気づくり支援金を活用した地域・団体の取組への支援

・観光地へのアクセス道路の改良

・産学官連携による若者の定住、就業促進策の推進（中学生のキャリ
ア教育用教材の作成、高校生と地元企業のマッチング支援等）
・移住体験ツアーの開催

・農産物直売所の魅力アッププロジェクト
・駐車場整備等による道の駅の利便性の向上

・千曲川ワインバレー特区連絡協議会との連携による千曲川ワインバ
レーのブランド化の推進（再掲）
・技術交流会の開催等によるワインの生産振興

・企業や首都圏自治体に対する東信カラマツ及び森林認証材のＰＲ

１　多様な人材の定着・交流促進

２ 地消地産の推進

３ ワイン産業の育成・振興

４ 林業振興と東信カラマツの販路拡大

交流と地消地産や産業振興によ
る地域の活性化

２　地消地産の推進

３　ワイン産業の育成・振興

４　林業振興と東信カラマツの販路拡大

交流と地消地産や産業振興による地域の活
性化

１　多様な人材の定着・交流促進

横断的な課題 横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

地域資源の活用・磨き上げによる
観光振興

　　　　　　　　　　【観光地域づくり】

地域資源の活用・磨き上げによる観光振興

　　　　　　　　　　　　　  　　　【観光地域づくり】

１　地域資源の磨き上げ・情報発信

２　ヘルスツーリズム等の推進

３　インバウンド誘客対応

４　観光地域のインフラ整備

施策の柱

１　地域資源の磨き上げ・情報発信

２　ヘルスツーリズム等の推進

３ インバウンド誘客対応

４ 観光地域のインフラ整備

令和元年東日本台風（台風第19号）災害か
らの復旧・復興

上　田　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】



・手作業によるヒシの除去
・湖内における流況調査
・水質予測シミュレーションモデル構築事業

・諏訪湖周・八ヶ岳と塩の道を合わせたサイクルツーリズムのルートの
構築
・サイクルツーリズムによる誘客促進に向けた受け入れ環境の整備
・河川空間のオープン化に向けた取組支援

・水辺の昆虫のモニタリング手法の検討
・「諏訪湖創生ビジョン」の周知・普及

・八ヶ岳周辺道路ビュースポットの情報発信
・野菜生産者と飲食店等の商談会
・広域観光マップ作成（諏訪地域、佐久地域、北杜市）

・バリアフリー旅行相談窓口の設置に向けた支援
・関西圏等での八ヶ岳登山安全啓発・魅力発信イベントの実施
・日本遺産「縄文」観光客受入環境整備事業

・高原野菜・花きなどの諏訪の農畜水産物の魅力発信
・外来植物・優占植物除去による高原の植生の回復

諏　訪　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】

横断的な課題 横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

１　諏訪湖を活かしたまちづくり
　（諏訪湖創生ビジョンの推進）

　　　　　　　　　【観光地域づくり】

諏訪湖を活かしたまちづくり
　（諏訪湖創生ビジョンの推進）

　　　　　　　　　     　　　　　【観光地域づくり】

１　水環境保全

２　湖辺面活用・まちづくり

３　調査研究・学びの推進

施策の柱

１　水環境保全

２　湖辺面活用・まちづくり

３　調査研究・学びの推進

２　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かし
た地域づくりの推進

　　　　　　　　　【観光地域づくり】

八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした地域づくり
の推進

　　　　　　　　　　     　　　　【観光地域づくり】

１　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした総合的な振興方策の検討・展開

２　観光客減少への対応・特色ある観光素材の広域展開

３　八ヶ岳・霧ヶ峰の生態系や森林資源の保全・利活用

１　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした総合的な振興
方策の検討

２　観光客減少への対応・特色ある観光素材の広域
展開

３　八ヶ岳・霧ヶ峰の生態系や森林資源の保全・利
活用



・伊那谷の地域資源を磨き上げた滞在交流型旅行商品の造成
・東西・南北の交通軸を活かした南信州、木曽等との広域観光の推進
・伊那谷の食文化と食品産業の観光への活用

・二次・三次交通にタクシーを活用した周遊観光の実証実験
・みすずハイウェイバス、JR飯田線の利用促進

・国定公園化後の中央アルプスの更なる利活用の推進

・地域課題の解決に向けたスマート農林業等の展開と高校生等向け
講習
・移動・物流システムへの自動運転等先端技術の活用促進

・市町村、企業、教育と連携し学生や保護者を巻き込んだUIJターン就
職の促進
・「INA Valley産業支援ネットワーク」を活用した、産学官連携による人
材育成とADL支援製品の創出

・地域の自然・文化・産業を学ぶ体験学習の拡充
・「郷土愛プロジェクト」と連携したキャリア教育の推進

・信州大学と連携したグローカル人材育成のための高校生のネパー
ル派遣交流
・JICA・JOCAと連携した「グローバルユースキャンプ」等の開催支援

１ 地域に学び地域を支える人材の育成

上伊那地域の将来を担うひとづく
り

２ 地域の産業を担う人材の確保・育成

３ 地域らしさを活かしたグローカル人材の育成

横断的な課題 横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）施策の柱

リニア中央新幹線の開業を見据
えた地域づくり

　　　　　　　【観光地域づくり】 ３　 二つのアルプスを活かした観光の推進

４　先端技術等を活用した地域活力の創出

１ 二つのアルプスのレベルアップと活用拡大

２ リニア開業を見据えた交流の拡大と広域観光の
推進

３ リニア中央新幹線とのアクセスの確保

４ 先端技術等を活用した地域活力の創出

上伊那地域の将来を担うひとづくり

１　地域の産業を担う人材の育成・確保

２　地域に学び地域を支える人材の育成

３　地域らしさを活かしたグローカル人材の育成

リニア中央新幹線の開業を見据えた地域づ
くり

　　　　　　　　　　　    　　　【観光地域づくり】

１　リニア開業を見据えた交流の拡大と広域観光の推進

２　リニア中央新幹線とのアクセスの確保

上　伊　那　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】



・リニアバレー構想実現プランの具体化に向けた連携体制の構築
・飯田市及び北部５町村のまちづくり構想の策定について関係機関
　と連携した支援

・市田柿、伝統野菜、シードル等の生産振興、地消地産の促進
・南信州民俗芸能パートナー企業制度の充実と学会等の誘致

・保安林解除、農振除外等の各種許認可事務への的確な対応

・秘境駅号の運行にあわせたおもてなしの実施

・南信州シードルウィークの開催

・サイクルツーリズム南信州地域検討会の設立
・ＪＲ東海等と連携した南信州地域のＰＲ

・上伊那、木曽地域と連携した広域観光の推進

・おためし型インターンシップ事業の開催

・南信州おためし移住体験ツアーの開催

・市町村等が取り組むつながり人口の創出
・南信州農ある暮らし入門研修の実施

・温暖化対策、プラごみ削減をテーマとした南信州環境フェアの開催
・再生可能エネルギーの活用の促進

・災害時住民支え合いマップ、地区防災マップの作成促進
・市町村への情報連絡員派遣体制の整備と情報伝達訓練の実施

リニア新時代に向けた南信州へ
の移住・定住の促進

１　リニアを活かす地域づくりの推進
　(1) リニアを活かすまちづくり
　(2) 地域資源を活用した地域振興

２  リニア整備に向けた取組

１　南信州地域連携ＤＭＯの策定する「観光戦略」
推
　進への支援

２　リニア新時代に向けた広域観光の推進
　(1) ＪＲ飯田線の活用
　(2) シードルの活用
  (3) 観光素材の効果的な発信

１　地域一体となった地元就職・Ｕターン就職の促進

２　「南信州暮らし」応援隊による移住者増に向けた
　取組（南信州広域連合及び管内市町村との連携
　事業）

３　南信州地域における「新たな働き方・暮らし方」
　の推進（起業、農ある暮らし、リゾートテレワーク
　等）

リニア新時代に向けた南信州広
域観光の推進

　　　　　　　【観光地域づくり】

横断的な課題 施策の柱

リニア開通を見据えた取組の推
進

南　信　州　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】

横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

リニア新時代に向けた地域の持続可能性の
向上

１　「環境先進地　南信州」らしいゼロカーボン等の取組の推進

２　地域防災力の向上に向けた取組の推進

リニア及び三遠南信自動車道の開通を見据
えた取組の推進

１　リニア及び三遠南信自動車道を活かす地域づくりの推進
（１）リニアを活かすまちづくり

（２）地域資源を活かした地域振興（市田柿、シードル、民俗芸能等）

２　リニア及び三遠南信自動車道整備に係る取組（各種許認可事務への
　的確な対応）

リニア新時代に向けた南信州への移住・定
住の促進

１　地域一体となった地元就職・Ｕターン就職の促進

２　「南信州暮らし」応援隊による移住者増に向けた取組
　 （南信州広域連合及び管内市町村との連携事業）

３　南信州地域における「働き方・暮らし方」の提案

１　ＪＲ飯田線の利用

２　シードルの活用

３　観光素材の効果的な発信

４　圏域を越えた取組

リニア新時代に向けた南信州広域観光の推
進

　　　　　　　　　　　　   　　　【観光地域づくり】



・貸切バスツアーへの助成

（１）戦略的な木曽観光地域づくり…すんき等の発酵食品の地域ブラン
ディングの推進、伊那谷・木曽谷を活かした観光連携事業
（２）星空を活用した観光振興…星空観察会等の開催
（３）眺望景観整備…眺望景観の整備に関する啓発、情報発信
（４）「歩ける中山道」のＰＲ…木曽11宿等のインバウンド向け木曽PR事
業
（５）新たな観光資源の造成…サイクリングロードの整備・推進、信州ま
つもと空港からのレンタカー利用促進
（６）御岳県立公園の利活用…県立公園計画の改定に伴う整備
（７）リニア中央新幹線開業に向けた取組…リニア中央新幹線を活かし
た木曽の取組の検討等

（１）御嶽山安全対策全体のマネジメント…「御嶽山防災力強化計画」
の進捗管理、火山防災協議会の運営
（２）ソフト・ハード対策の推進…携帯電話不感地域解消等支援、火山
研究施設の運営支援
（３）地域独自の取組…御嶽山ビジターセンターの具体化支援等

 ２　 地域全体の防災・減災対策

・総合防災訓練、災害時医療救護訓練の実施

・移住定住の促進、眺望景観の整備

・地域おこし協力隊等との協働による木曽の魅力発見、社会的起業支
援

（１）高付加価値化の推進…木曽材のブランド強化・促進（品質向上
等）
（２）流通対策・販路開拓・ＰＲ活動…木材輸送（流通）及び伝統的工芸
品原材料の需給マッチング
（３）木曽地域木材産業振興対策協議会…ロードマップ進捗管理

・子供の居場所木質空間整備、木工体験活動支援

１  御嶽山噴火災害からの観光復興

 ２  木曽ブランドの再構築・確立
（１）戦略的な木曽観光地域づくり
（２）星空を活用した観光振興
（３）木曽路の眺望景観整備
（４）「歩ける中山道」の整備・魅力発信
（５）観光地へのアクセス道路の整備
（６）御岳県立公園の利活用

１  御嶽山安全対策
（１）御嶽山安全対策全体のマネジメント
（２）ソフト・ハード対策の推進
（３）啓発・教育及び観光対応体制の整備等

 ２  地域全体に係る防災・減災対策
（１）土砂災害対策、地震対策
（２）ライフライン対策
（３）災害時医療体制等整備
（４）市町村防災対策支援

１  林業・木材加工業の高付加価値化推進

 ２　林業・木工関係の学びの拠点形成

１　 御嶽山安全対策

森林・林業の振興
（木材産業の強化、人材育成）

１　木曽の林産業振興

 ２　人材育成、地消地産

新たな広域連携の推進
～木曽地域に適した広域連携を
推進する～

 木曽広域自立圏連携ビジョンに基づく取組

地域防災力・減災力の強化
～地域住民と観光・登山客の安全
性を向上させる～

「森林・林業と学び」の拠点形成
～日本の宝「木曽の森林」や林
業・木工関係教育機関等の集積を
活かす～

広域連携
（木曽地域に適した広域連携の推進）  ２　地域協働による取組

 １　木曽広域自立圏連携ビジョンに基づく取組

地域防災力・減災力の強化
（地域住民と観光・登山客の安全性向上）

観光復興
（御嶽山噴火災害からの観光振興と観光地
域づくり）

　　　　　　　　    　　　      　【観光地域づくり】

１　御嶽山噴火災害からの観光復興

 ２　木曽らしさを活かした観光地域づくり

横断的な課題 横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

観光復興
～御嶽山噴火災害からの復興と
住む人も訪れる人も共感する「木
曽」観光地域づくりを進める～

　　　　　　　　 　【観光地域づくり】

施策の柱

木　曽　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】



・オフシーズンにおける松本空港の活性化に向けた、ＳＮＳインフルエ
ンサーを活用した観光誘客対策
・レンタカー利用者が特典を受けられる観光パスポート（仮称）の作成
・ 空港発観光貸切タクシーの活用、留学生によるインバウンド向けの
観光情報の発信等による周遊観光の促進

・地元産品（ワイン等）を活用した観光誘客等

・スカイフェスティバル、空港見学会の開催等
・松本平広域公園のボランティア組織を対象とした緑化講習会の開催
及び花フェスタの記憶と成果を継承するイベント等の開催
・松本平広域公園のターミナルゾーン再整備及び民間活力を活用し
た魅力向上のための整備

・松本空港における自然災害・感染症等発生時の体制の整備

・焼岳防災マップの作成及び配布、焼岳・乗鞍岳防災啓発映像の作
成・配布等
・台風災害関連の講演会及び避難所開設ゲームの開催
・災害時住民支え合いマップ等の作成への支援

・松本糸魚川連絡道路の調査・設計

・近代化遺産を巡るモニターツアーの実施､旅行商品の開発に向けた
検討等
・世界かんがい施設遺産「拾ケ堰」に併設する自転車道の路面案内標
示等の整備
・上高地の公衆トイレ改修への支援
・上高地における国等の関係機関と連携した梓川の河床上昇対策

・移住・定住相談会、移住体験ツアーなど広域的な移住促進対策へ
の支援
・地域公共交通の課題整理及びネットワーク構築の検討
・中山間地の農産物の地域内流通の仕組みの検討

大規模地震対策の充実・強化

２　空港利用の促進

３　空港の魅力向上

交通軸の整備による人と物の移
動を活かした郷土づくり
　

　　　　　　　　　【観光地域づくり】

３　中山間地域の魅力向上

２　空港利用の促進

３　空港の魅力向上

１　交通軸の整備

２　地域の特色を活かした観光振興

２　防災意識の向上と耐震化の推進

交通軸の整備による人と物の移動を活かし
た郷土づくり
　

　　　　　　　　　　        　　　【観光地域づくり】

１　交通軸の整備

２　地域の特色を活かした観光振興

３　中山間地域の魅力向上

１　空港で来県する者の周遊観光対策

１　災害対応能力の向上

大規模地震・噴火・水害等の発生時における
対策の充実・強化

１　災害対応能力の向上

２　防災意識の向上と耐震化の推進

松　本　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】

横断的な課題 横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

信州まつもと空港の利用促進と空
港を活用した観光地域づくり

　　　　　　　　　【観光地域づくり】

信州まつもと空港の利用促進と空港を活用
した観光地域づくり

　　　　　　　　　     　　　　　【観光地域づくり】

１　空港で来県する者の周遊観光対策

施策の柱



・管内隊員及び市町村担当職員の交流・意見交換会の開催

・サイクルツーリズム×つながり人口創出イベントの開催

・シニアの居場所づくりへの支援（まちの縁側講座の開催）

・防災シンポジウムの開催

・「いのちを守る」防災力向上プログラムの実施

・外国人（外国籍県民及び外国人観光客）のための防災訓練の実施

・危機管理セミナーの開催（行政・教育関係幹部職員を対象）

北アルプス山麓地域の防災力の
向上

～県・市町村・地域住民が力を合
わせて取り組む大規模災害対策
の推進～

１　住民ひとりひとりの防災意識の向上

２　住民の力を活かした防災力の向上

３　観光地の災害対策の推進

４　防災関係機関の連携による体制強化

３　ライフスタイルの発信、つながり人口の創出・拡大による移住・定住の推進

・多文化共生研修会の開催
・多文化共生支援システム構築事業（白馬村）への支援

５　高齢者の社会参加の推進

北アルプス山麓地域ならではの生き生き
とした暮らし方・働き方の提案や仕組み
づくりによる人口定着・人材確保への挑
戦

～広域的な移住・定住促進と地域人材確
保による地域力の維持・向上～

北アルプス山麓地域ならではの生
き生きとした暮らし方・働き方の提
案や仕組みづくりによる人口定着・
人材確保への挑戦

～広域的な移住・定住促進と地域
人材確保による地域力の維持・向
上～

４　外国籍住民の増加に対応できる環境整備

１　若者の定住・定着支援、地域を支える人材の確保

・学校が取り組むキャリア教育充実への支援
・地域における福祉・介護人材の確保・育成支援

１　若者の定住・定着支援、地域を支える人材の確保

２　地域おこし協力隊員の定着支援
２　地域おこし協力隊員の定着支援

３　ライフスタイルの発信、つながり人口の創出・拡大に
よる移住・定住の推進

４　外国籍住民の増加に対応できる環境整備

５　高齢者の社会参加の推進

施策の柱

北アルプスの雄大な自然と安曇野
の田園風景を活かした観光振興

～山が生み出す清冽な水と空気
によって育まれた北アルプス山麓
地域の魅力を世界に発信～

　　　　　　　　　【観光地域づくり】

１　広域ＤＭＯ支援と地域一体となった観光推進体制の
構築

２　サイクルツーリズムの推進

３　多彩なツーリズムの推進

４　インバウンド対応の促進

５　登山道や街並み整備の推進、山岳環境の保全

６　地域の産業と連携した観光の振興

７　大糸線を活用した広域観光の推進

横断的な課題

北　ア　ル　プ　ス　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】

横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

１　持続可能な観光地域づくりの推進

３　地域資源を活かした多彩なツーリズムの推進

北アルプスの雄大な自然と安曇野の田
園風景を活かした観光振興

～山が生み出す清冽な水と空気によって
育まれた北アルプス山麓地域の魅力を
世界に発信～

　　　　　　　　　　   　　　【観光地域づくり】

・杓子沢氷河（白馬村）の調査
・再生可能エネルギー（小水力発電・バイオマス）の利活用の研究
・気候変動に関する勉強会の開催

２　サイクルツーリズムの推進

・サイクルモデルコースPR動画の制作・発信
・自転車を活用した大糸線利用促進
・地域版（市町村）自転車活用推進計画策定支援

・信州まつもと空港からのレンタカーの利用促進キャンペーンの実施
・北アルプス国際芸術祭を活かした観光誘客の取組支援
・農業資産観光地域づくり推進事業（案内看板の設置）
・北アルプス山麓ブランドの取組推進

４　インバウンド対応の促進

・HAKUBAVALLEYブランド形成・発信補助
・インバウンド受入環境整備（Wi-Fi、キャッシュレスの面的整備支援）
・外国人にも分かりやすい案内標識整備促進

１　住民ひとりひとりの防災意識の向上

２　住民の力を活かした防災力の向上

３　観光地の災害対策の推進

４　防災関係機関の連携による体制強化

北アルプス山麓地域の防災力の向上

～県・市町村・地域住民が力を合わせて
取り組む大規模災害対策の推進～



・
・

・

・

被災した農地、農業用機械、農業用施設等の復旧
土壌が堆積した圃場の果樹について、実態調査（根の状態、生育、収
量等）を行い、結果について関係機関・団体と対策等を検討
被害農作物（果樹、水稲、伝統野菜（村山早生ごぼう）など）の栽培管
理について技術講習会等を実施
管内の被災中小製造事業者に専門家を派遣し、提案営業について
助言。提案営業の場（首都圏）を提供

「体験」と「交流」を軸とした「地域
の特長を生かした広域観光」の推
進

　　　　　　　　　【観光地域づくり】

１ 「体験」と「交流」を軸とした広域的な観光振興の
推進
　① 「体験」と「交流」を軸としたﾒﾆｭｰの磨き上げ
　②「体験」と「交流」を地域で担う人材の養成
　③ 他県や他圏域と連携した広域観光推進

２ 地域が一体となった持続可能な観光振興の推進

横断的な課題 横断的な課題

農商工観連携した果物を軸とする
地域活性化「ながの果物語り」の
推進

３ 果物を活かした新商品開発支援による付加
　 価値の向上

４ 果物を活かしたインバウンドの促進

５ 果樹団地の再生整備等による高生産性団地の形
成

長　野　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】

１　被災した農商工業の再生

２　コミュニティの維持、災害に強いまち・ひと

施策の柱

３ 「体験」と「交流」を支える基盤の整備

令和元年東日本台風（台風第19号）災害か
らの復旧・復興

１ 果物を軸とした地域の魅力発信と果物の消費拡
大

２ 果物の稼ぐ力を強化（稼げる技術習得支援）

・

・

・

ショートムービーを活用した専用web等による「学びツーリズム」の情報
発信、インフルエンサーによるSNSを活用した長野地域の魅力発信を
通じて災害復興を支援
「ながの酒蔵ツーリズム」の確立に向け、地域との協働による酒蔵ツ
アー（メディアトリップ）を開催
歴史的砂防堰堤の発掘や砂防歴史講演会等を開催し、観光拠点の
整備と地域防災力の強化を図り、防災ツーリズムによる広域観光を推
進（再掲）

施策の柱（主な事業概要案）

４　「体験」と「交流」を軸とした「地域の特長を生かした広域観光」の推進
                                                                          　【観光地域づくり】

・

・

・

長野地域に特化した災害復興支援のためのWebサイト（長野地域版
「ONE NAGANO」(仮称)）を開設し、復興の取組や今後の展望等を掲
載。また被災者が求める要望に対し、それに対応できる支援策をマッ
チングさせていく。
排水機場について、役割や仕組み、重要性に対する理解を深めるた
め、地域の住民や小学生を対象とした見学会、出前講座を開催
歴史的砂防堰堤の発掘や砂防歴史講演会等を開催し、観光拠点の
整備と地域防災力の強化を図り、防災ツーリズムによる広域観光を推
進

３　農商工観連携した果物を軸とする地域活性化「ながの果物語り」の
  推進

・

・
・

・

・

新幹線マルシェを開催する中で、「ONE NAGANO」を合言葉に元気
な長野をＰＲ。「がんばろう！長野　復興１周年フェア(仮称)」、「東京駅
でＮＡＧＡＮＯを食べよう！フェア(仮称)」を開催
和洋菓子店と連携し、保育園に出向いて果物をPR
「売り手」（くだもの生産者、加工事業者等）と「買い手」（小売、卸し等）
とのマッチングの場の創出
企画から販売まで、事業者等の課題や消費者ニーズ等に応じて、果
物新商品開発支援チームが支援
インバウンド向けモニターツアーの催行、外国人旅行客へ果物や地域
の魅力発信



・こどもカフェの新規開設支援
・高校生を対象とした「起業塾」の開催　[県立大CSI連携事業]

・北信ならではの働き方・暮らし方(一人多役型ライフスタイル)の発信
・地域おこし協力隊｢起業塾｣の開催　[県立大CSI連携事業]

・雪対策情報プラットフォームの作成（県ＨＰ）
・雪下ろし安全対策講習会の開催等
・雪室そば等商品開発の支援

・「ひくシオたすベジ北信州」キャンペーンの実施
・野生鳥獣に負けない集落づくり (シブガキ応援隊、モデル地区設定等)

・公共交通研究会による利便性向上等の研究

[食・地域資源の活用]
　・地域食材、食文化を活かしたガストロノミーツーリズムの推進
　  （アスパラフェア、きのこフェア等）
　・シャクヤクの観光利用の促進(宿泊施設等)

[人材確保]
　・一人多役ライフスタイルの発信(再掲)
　・民間事業者によるインターンシップの支援

[サイクルツーリズム・インバウンド等の環境整備]
　・サイクリングルートの整備
　・E-BIKEの利用促進、サイクルステーションの整備
　・国際競争力の高いスノーリゾート形成支援

圏域・県域を越えた稼げる通年型の観光地域づくり

２　若者定着のための就労の場の拡大や移住・交流等の推進

・生活再建、インフラ（道路、河川等）の復旧
・中小企業等グループ補助金等による施設・設備の復旧や販路開拓
　への支援
・商店街のにぎわい創出
・営農継続に向けた支援
・住民支え合いマップ等の作成支援

若者定着のための雪に強い故郷(ふるさと)
暮らしの推進

「信越自然郷」等通年型の広域観光の推進

　　　　　　　　　             　　【観光地域づくり】

１　圏域・県域を越えた稼げる通年型の観光地域づくり

２　観光振興のための必要な人材の確保と環境整備

北　信　地　域
　【令和元年度】 　【令和２年度】

施策の柱

「信越自然郷」等通年型の広域観
光の推進

　　　　　     　　　【観光地域づくり】

３　雪に負けない、雪を楽しむ暮らしづくり

４　雪国の生活を支える公共交通・医療等の生活基盤の整備

観光振興のための必要な人材の確保と環境整備

横断的な課題 横断的な課題 施策の柱（主な事業概要案）

若者定着のための雪に強い故郷
(ふるさと)暮らしの推進

１　暮らし・生業の再建

１　子育ての支援と子ども・若者の郷土愛の醸成

子育ての支援と子ども・若者の郷土愛の醸成

令和元年東日本台風（台風第19号）災害か
らの復旧・復興

若者定着のための就労の場の拡大や移住・交流等
の推進

雪に負けない、雪を楽しむ暮らしづくり

雪国の生活を支える公共交通・医療等の生活基盤
の整備


